
◎基本政策

●手段（当初事業計画）●

 ‣ 発達相談（乳幼児療育・学齢期療育）

［ ]  ‣ 教育相談（いじめ・不登校・発達等）

【学校における支援】

 ‣ 学びの居場所架け橋計画

 ‣ スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの学校配置

●スクールソーシャルワーカーの全校配置

［ ]
 ‣ 学級集団アセスメント(hyper-QU)の実施

【ふれあい教室における支援】

 ‣ 教育支援センター（ふれあい教室）の運営

 ‣ 区内大学等の学生を実習生としてふれあい教室に配置

 ‣ 民間フリースクール等との連携

１　子どもたちに輝く未来をつなぐ

主要課題 No. 8 不登校・登校しぶりの児童・生徒への対応力強化

教育センター

事業
番号 計画事業（所管課）

年次計画 令和6年度

事業費
（千円）令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

37
総合相談室

220,909

38 261,551

（指導員による学校内の居場所支援、NPOとの連携による支援）

●指導員の配置拡充

不登校への対応力強化

教育センター


